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ハイライトよねやま ４６  
 

       （財）ロータリー米山記念奨学会 
２００３年１２月１０日発行 

 

１．寄付金速報 ～奨学生数 1,000 名維持の危機 
 
11 月までの寄付金は、前年同期と比べ 5.8％減、約 4 千万円の減少でした。普通寄付金が

1.9％減、特別寄付金が 7.8％減です。このまま寄付金、とりわけ特別寄付金の減少が進みま

すと奨学生数 1,000 名の維持が難しくなります。留学生受入れ 10 万人計画が達成された今、

奨学金の受給を希望する学生は増加しており、米山奨学制度に対する社会からの期待もますま

す大きくなっています。ひとりでも多くの優秀な留学生を支援するために、皆様のご支援・ご

協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

２．常務理事会報告 ～新表彰制度の効果検証と寄付増進策について熱心な協議 
 
  11 月 28 日（金）に 2003 年度第 1回常務理事会が開かれ、理事長、副理事長、常務理事

および列席者（名誉理事長、監事）を含む 11 名が出席しました。主な議案として、新表

彰制度の現状分析と寄付増進方策案の検討、公益法人改革に向けての情報公開規程などの

整備と今後の会議日程について協議しました。また、ロータリーマークの使用については、

ＲＩ知的所有権を十分研究して使用することなどについて意見交換を行いました。 

 

３．ロータリーゾーン研究会に米山奨学事業が再登場 
 
11 月 29 日（土）に東京・高輪プリンスホテルで開催された第 32 回ロータリーゾーン研究

会では、昨年に続いて米山奨学事業がテーマの一つに取り上げられました。これは、板橋直前

ＲＩ理事、田中現ＲＩ理事をはじめ、日本選出ＲＩ理事のご尽力によるものであることはいう

までもありません。また背景には、教育・福祉・青少年育成に真正面から取り組む日本のロー

タリーが、「国際奉仕」「新世代育成」「平和の実践」などそれぞれの観点から、米山奨学事業

の実績に注目し始めたことがあると言えます。現況報告の内容は、①知的国際競争市場におけ

る“優秀”な留学生支援の意義 ②ＲＩ提唱の「平和貢献」に応える米山の理念「平和の使徒

をつくる奨学事業」の再確認 ③寄付増進の可能性を探る方策 などでした。ＲＩの多地区合

同活動の方針に沿った米山奨学事業の使命と役割がますます重要性を増してきたことをあら

ためて認識した研究会でした。                （事務局長・宮崎幸雄） 

 

４．第１回米山奨学会学友セミナー報告書（懸賞論文入賞者の論文集付き）発行  
10 月 11 日（土）開催の第 1 回米山奨学会学友セミナーの報告書を 12 月下旬に発行いたし

ます。セミナーに先駆けて実施した懸賞論文入賞者の論文集も収録しています。当会ホームペ

ージからもダウンロードできますので、ぜひご一読ください。（冊子をご希望の方は、事務局

までお気軽にお問い合わせください。） 
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５．留学生数は 10 万人を突破！ 次なる課題は受入れ環境の質的充実に  
文部科学省は 11 月 11 日の発表で、海外からの留学生数が今年 5 月 1 日現在で 10 万 9,508

人に達したことを明らかにしました。1983 年に政府が掲げた「留学生受入れ 10 万人」の目標

をようやく達成したことになります。前年に比べて 13,958 人増（14.6％増）で、課程別では、

学部・専修学校の増加が目立ちます。また、出身国別の留学生数では、中国がトップで 70,814

人。前年に比べて 12,281 人増（21.0%増）と大幅な伸びを示しました。2位に韓国（15,871 人）、

3位に台湾（4,235 人）と続き、アジア諸国からの留学生の割合は全体の 93%に上ります。 

ポスト 10 万人計画として新しい留学生政策を検討する中央教育審議会留学生部会では、10

月に中間報告をまとめました。より一層の留学生交流を推進する基本方針とともに、留学生の

質の確保と受入れ体制の充実などに取り組んでいくこと、そのためにも企業・地方公共団体・

民間団体とも連携して、社会全体として留学生を受け入れる環境を構築すべきだとしています。 

  

 

《重要なお知らせ》 

◆ 米山奨学会への特別寄付金に対しては、税法上の優遇措置（寄付金控除）が受けられます。

１年間（１月～12 月）に１万円以上の特別寄付をされた方には、来年１月末までに申告用領収

書をクラブにお送りいたします。来年の確定申告は12月30日（木）までに入金されたご寄付が

対象となります。 

 

 《年末年始の休業について》 

◆ 米山奨学会事務局は、年末年始は 12 月 29 日（月）～1 月 5 日（月）の間休業となります。 

1 月 6 日（火） より通常業務となりますので、よろしくお願いいたします。 
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